
「跡」～積み重ね 形にして残したもの～

校 長 市橋 英雄

ご存知でしょうか。「出久根 達郎 （でくね たつろう）」さん。1993年「佃島ふたり書房」

で第108回直木賞受賞。読売新聞「人生案内」の回答者の一人としても有名です。彼の生い立ち

にも感心しますが、ご自身、大変、興味深いことをおっしゃっています。

茨城県生まれ、中学校卒業後、東京、月島の古書店に住み込みで働くようになった出久根さん。

集団就職で田舎から上京。いわゆる金の卵と呼ばれた、日本の高度経済成長期を支える少年の一人

でした。慣れない都会生活の中、様々な人との出会いから、生きる意味を知り、人間として大きく

成長していきます。昭和30年代の下町の生活は、人情味豊かで、今日では、想像もつかないよう

な世界が広がっていました。彼は、試行錯誤を繰り返しながらも、次第に学ぶことへ意欲をかき立

てられていきます。お店からの独立、作家を夢見ていく、そのきっかけとなったエピソードがあり

ました。

あるとき、お客さんの差し出した「国性爺合戦（こくせんやかっせん）」を「こくしょうじじい

がっせん」と読み、「読めなくとも当たり前だわな」と同情されたのです。このことで、プロ意識

に目覚めた出久根さんは、夜間高校に行かせて欲しいと店主に願い出ます。しかし、店主は、けん

もほろろに「学校なんて行く必要はない。古本屋そのものが学校だ。むしろ学校と違って、良い点

は、生徒（お前）が教師（本）を選ぶことができる」と言われたのです。

彼は、学校への未練を断ち切り、自分なりの勉強を始めました。毎日、「広辞苑」の１ページを

３回読んだり、好きな作家の文章を書き写す等です。読んだ本の名前を記録し、気に入った文章を

書き写したノートは、時間の経過と共に、２冊、３冊と増えていきました。すると、学ぶことがど

んどん楽しくなってきたそうです。「勉強を続けるコツ、それは、勉強の痕跡を残すことだ。」と

知るのです。

努力の成果を形にして残すことは、大切なことです。それを見れば、足らざるところや、反省

すべきところが分かるだけではなく、新たな取組の視点も見えてきます。

さて、今月は学芸会がありました。本番に向けて子どもたちは毎日努力を重ねていました。そ

してそれは、この期間だけでなく、ここまでの学習の積み上げを集大成するものでもありました。

当日の発表は、まさに「努力の成果を形にして残したもの」であったのです。その発表は、「その

子にとっての宝物」となり、皆さま方の心にも届いたことと思います。

何事も、「形にして、まとめて、残す」。今回の取組が自らの学びを振り返り、次の学びへつな

がるものだと信じ、また、子どもたちのその姿を来校された多くの皆さま方と共有できたことをう

れしく思います。

同時に、ここまで支えて下さったすべての方々へ心より感謝申し上げ、今号の巻頭言にしたいと

思います。皆さま、ありがとうございました。



後期児童会認証式と委員長によ

る決意表明を全校朝会で行いまし

た。６年生を中心に積極的な活動が期待できそうです。 ◎委員長 ○副委員長 ◇書記

児 童 会 書 記 局 代 表 委 員

会 長 ：□□ □□(6年) □□ □□(6年) □□ □□(6年)

副会長 ：□□ □□（6年） □□ □□ (5－2) □□ □□(6年) □□ □□(6年)

書 記 ：□ □□□（6年） □□ □（5－1） □□ □（5－1） □□ □□（5－1）

□□ □□（5－2） □□ □□（5－2）

広報委員会 生活委員会 保体委員会 図書委員会 美化委員会

◎□□□□(6年) ◎□□□□(6年) ◎□□□□(6年) ◎□□□□(6年) ◎□□ □(6年)

○□□□□（5－1） ○□□□□□(6年) ○□□ □（5－２） ○□□□□（5－1） ○□□□□（5－２）

◇□□□□(6年) ◇□□□□□(6年) ◇□□□□□(6年) ◇□□□□（6年) ◇□□□□（6年）

◇□□□□（5－1） ◇□□□□（5－1） ◇□□□（5－２） ◇□□□□（5－２） ◇□□□□（5－２）

１０月２０日（日）の学芸会には、多くの保護者・地域の皆様にお越しいた

だきました。本当にありがとうございました。多くの皆様から大きな拍手をい

ただいたことは、子供たちにとって、大きな達成感として心に残る最高のステー

ジになったことと思います。

学芸会を通して得られた「一つの目標に向かって一丸となって取り組むこ

との大切さ」、「互いに協力し合いながら取り組むことの大切さ」を、これか

らの教育活動にも役立てていきたいと思います。

10月2３日（水）は、６年生が、

茶道を体験しました。地元の茶道家の方が、

簡単な作法やお茶のたて方などを丁寧に教

えてくださいました。「おいしい。」「少し苦

いなぁ。」など、子どもたちの様々な表情が見られました。

10月25日（金）は、4年生の

食育出前授業として雪印メグミルクさんに講

義をお願いしました。牛乳のカルシウムや加

工品について講義を受けた後、バターづくり

をしました。みんなわくわくしながら容器を

振ってバターを作っていました。

10月29日（火）は、人権擁護委員の方に来ていただき、

1・2年生の「人権教室」を行いました。「ありがとうの心」「ごめんなさ

いの心」の大切さを学びました。終わりには、「人KENまもる君」グッ

ズを子どもたち一人一人へプレゼントとしていただきました。

＜西小っ子の活躍＞
☆１０月１４日（月）体育の日

町民ロード－レースレース大会

１年男子1㎞ ２位 □□ □□

１年女子1㎞ １位 □□ □□

２位 □□ □□

３位 □□ □□

２年男子1㎞ 1位 □□ □□

３年男子1.5㎞ 1位 □□ □□

４年男子1.5㎞ ２位 □□ □□

３位 □□ □□

４年女子1.5㎞ ２位 □□ □□

５年男子２㎞ １位 □□ □□

3位 □□ □□

５年女子1.5㎞ ３位 □□ □□

６年女子1.5㎞ ３位 □□ □□


